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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

放射性セシウムの吸収抑制を目的に、簡易更新技術（ロータリ浅耕（深さ10～15ｃｍ））により更新した放牧地にお

いては、黒毛和種繁殖雌牛の放牧が可能である。

(1) 牧草中の放射性セシウム濃度は、3.1～11.2Bq/kg（水分80%換算）（図1）、飲用水は検出限界以下、土壌は316

～1,139Bq/kgであった。

(2) 尿中放射性セシウム濃度（図2）から推定される筋肉中の放射性セシウム濃度は、いずれも牛肉の基準値以下

であった。

(3) 尿中カリウム濃度は、牧草中カリウム含有率との関連が推察された（表1・図３）。

(4) 牧草のテタニー比は3.0～3.7と高く（表１）、また、放牧牛の血中マグネシウム濃度は、放牧が進むにつれて低下

する傾向がみられた（表2）。

２ 期待される効果

(1) 除染更新を行った放牧地へ、牛を放牧する際の参考となる。

３ 活用上の留意点

(1) 当場（耶麻郡猪苗代町）において、Ｈ２４にロータリ浅耕(10～15ｃｍ)による簡易更新を行い、牧草中の放射性セ

シウム濃度を牧草の暫定許容値以下まで低減した放牧地に、黒毛和種繁殖雌牛を放牧した結果である。

(2) 実際の放牧にあたっては、放牧草のモニタリング検査に基づき、関係機関の助言等を受ける。

(3) 簡易更新は、耕起できる表土が浅薄または埋石等により深耕ができない場合に限り、カリ増肥等の吸収抑制対

策と併せて実施する。

(4) 放牧中は、グラステタニーに留意する。



Ⅱ 具体的データ等

表１ 牧草中ミネラル含有率（乾物） （Ｈ27）

図１ 牧草中放射性セシウム（Cs134+137）濃度（水分80%換算）

図２ 放牧牛の尿中放射性セシウム（Cs134+137）濃度 図３ 放牧牛の尿中カリウム濃度の推移（Ｈ27）

の推移（尿比重補正値）

表２ 放牧牛の血清中マグネシウム濃度（mg/dl）（Ｈ27）
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Ｋ Ｃａ Ｍｇ テタニー比
(%) (%) (%) Ｋ/（Ｃａ+Ｍｇ）

６月 3.11 0.18 0.21 3.0
７月 4.07 0.16 0.25 3.7
８月 4.00 0.22 0.23 3.4
９月 3.83 0.20 0.21 3.6

注　テタニー比の目標値　2.2以下

月

月 牛Ａ 牛Ｂ 牛Ｃ 平均値
　５月 （放牧前） 1.9 2.1 1.9 2.0
　６月 2.2 1.9 2.0 2.0
　７月 2.2 1.6 1.9 1.9
　８月 2.0 1.4 1.9 1.8
　９月 1.9 1.1 1.4 1.5
１０月 （放牧後） 2.5 2.2 2.6 2.4

注　正常範囲　2.0～2.5

（ 放牧 ）


